
(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋 補修一般図

目久美橋 補修一般図

600 7050 600

8250

6255＠1400＝7000625

8250

1
05
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2
50

※防水層あり

Rib PL 200×16

NTTケーブル

A 2
A 1

側面図　S=1:100

50 桁　長　34900 50

橋　長　35000

400 支間長　34100 400

50 桁　長　34900 50

橋　長　35000

6
00

7
05

0
6
00

8
25

0

新加茂川

加
茂
川
放
水
路

起　点　側

至 昭和町

終　点　側

至 大谷町

Mov Fix

平面図　S=1:100

断面図　S=1:50

A 1
A 2

2000

2200

7
50

対象部位

対策工法一覧表

主桁端部,端横桁

橋台

対策工 材　料

塗替え塗装工

ひびわれ注入工

Rc-Ⅱ塗装系(塗膜剥離剤使用)

エポキシ樹脂注入材3種

断面修復工(左官工法) ポリマーセメントモルタル

1350(部材長) 1350(部材長)

G 1

G 2

G 3

G 4

G 5

G 6

中間横桁 中間横桁 端横桁

地覆側板

▽  H . W . L 8
00

3
00

01
92

8
1
07

2

2
70

▽施工時水位（非出水期）［新加茂川B.W］

▽ 施工時水位（非出水期）［自己流水位］
計画河床

・ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工

・ひび割れ補修工

※アスファルト舗装　ｔ＝80mm

鋼床版　t=12mm

ガス管

上水道管

・塗替え塗装工

・塗替え塗装工

・ひび割れ注入工

・高欄取替工 ・塗替え塗装工

・塗替え塗装工　　
主桁端部、端横桁

・塗替え塗装工
・沓座モルタル補修工

支承

・ひび割れ注入工
・断面修復工

橋台

・高欄取替工

・高欄取替工

・塗替え塗装工

・塗替え塗装工

・塗替え塗装工

・塗替え塗装工

・高欄取替工

・塗替え塗装工

・高欄取替工

・塗替え塗装工

・塗替え塗装工　　

主桁端部塗替範囲 主桁端部塗替範囲

米子市　都市整備部　道路整備課

第　10　枚 内　1　号

目久美橋橋りょう補修工事

主桁端部、端横桁

・沓座モルタル補修工

支承

・断面修復工

橋台

高欄 地覆側板

高欄

高欄 地覆

地覆 地覆側板

地覆側板

主桁端部

端横桁

高欄

地覆
地覆側板

高欄

地覆

地覆側板

主桁端部、端横桁

支承
支承防錆工 Rc-Ⅱ塗装系(塗膜剥離剤使用)

沓座モルタル補修工 無収縮セメント

地覆 ひびわれ注入工 エポキシ樹脂注入材3種

高欄 高欄取替工 アルミ合金製高欄



図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　上部工補修図（1）

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

1
05

0
1
05

0

A1 A2

A1 A2

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(下塗り)

塩化ゴム系塗料(上塗り)

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(下塗り)鉛系さび止めペイント(下塗り)

塗替え塗装工標準図
(Rc-Ⅱ塗装系)

2.素地調整(2種ケレン相当)

3.有機ジンクリッチペイント(0.60kg/m2)

6.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(0.14kg/m2)

7.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(0.12kg/m2)

4.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

5.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

注　　記

1.本橋の旧塗装は、B塗装系にて塗替えが行われており、成分試験にて

　鉛が検出されているため、剥離剤を使用のこと。

2.塗膜剥離剤は、試験施工を行い塗布量及び塗布回数を最終決定のこと。

3.補剛材面積は、端横桁にて計上。

4.新旧塗膜は、塗り重ね処理を行うこと。

6.狭所部の塗替え塗装が困難な部位は、監督員と協議の上、塗装範囲を

　決定のこと。

旧塗膜（B塗装系）

新塗膜　Rｃ-Ⅱ　（部分塗替え塗装）

10mm程度

50mm程度　　旧塗膜面
（素地調整4種）

　　鋼材面
（素地調整2種）

新旧塗膜の塗り重ね処理

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(中塗り)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(上塗り)

塩化ゴム系塗料(中塗り)

5.塗り重ね部は、新旧塗膜の付着性に配慮し弱溶剤エポキシ樹脂塗料

  を1層塗布し、その上ジンクリッチペイントを塗り重ねること。

G1外桁 G6

中桁 G2 G3 G4 G5

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

300

300

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

塗替え範囲　1350

3
00

3
00

3
00

3
00

外面　A=1.23ｍ2（ＣＡＤ計測）

内面　A=0.99ｍ2（ＣＡＤ計測）

上面　A=0.34ｍ2（ＣＡＤ計測）

下面　A=0.23ｍ2（ＣＡＤ計測）

両面　A=0.99ｍ2（ＣＡＤ計測）

上面　A=0.28ｍ2（ＣＡＤ計測）

下面　A=0.23ｍ2（ＣＡＤ計測）

外面　A=1.23ｍ2（ＣＡＤ計測）

内面　A=0.99ｍ2（ＣＡＤ計測）

上面　A=0.34ｍ2（ＣＡＤ計測）

下面　A=0.25ｍ2（ＣＡＤ計測）

下面　A=0.25ｍ2（ＣＡＤ計測）

上面　A=0.28ｍ2（ＣＡＤ計測）

両面　A=0.99ｍ2（ＣＡＤ計測）

塗替え面積（主桁）：31.20㎡

1.塗膜剥離剤（3回塗布）

7.素地調整はサンダーによる全面ケレンを行うこと。

目久美橋 上部工補修図（1） S=1:20

終　点　側
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400 支間長　34100 400
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位　置　図

塗替え範囲　1350 塗替え範囲　1350

米子市　都市整備部　道路整備課

第　10　枚 内　2　号

目久美橋橋りょう補修工事



図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　上部工補修図（2）

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

端横桁　S=1:25

目久美橋 上部工補修図（2）

A1

A2

693 8141 693

9526

7225＠1617＝8083722

9526

9
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7
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2
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1
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1
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6
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フランジ長　1727

ブラケット（1面）A=0.27ｍ2(CAD計測　）

1
50

7
50

358.5150600150358.5

1617

側板塗替え　B=670

側
板
塗
替
え
範
囲
　
34900

側
板
塗
替
え
範
囲
　
34900

G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6

塗替え塗装工標準図
(Rc-Ⅱ塗装系)

2.素地調整(2種ケレン相当)

3.有機ジンクリッチペイント(0.60kg/m2)

6.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(0.14kg/m2)

7.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(0.12kg/m2)

4.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

5.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

腹板①（1面）A=1.39ｍ2(CAD計測　） 腹板②（1面）A=1.28ｍ2(CAD計測　） 腹板③（1面）A=1.39ｍ2(CAD計測　） 腹板④（1面）A=1.31ｍ2(CAD計測　） 腹板⑤（1面）A=1.31ｍ2(CAD計測　）

ブラケット（1面）A=0.27ｍ2(CAD計測　）

下面　A=0.250×0.714＝0.18ｍ2

上面　A=0.125×1.727＝0.22ｍ2

下面　A=0.250×1.727＝0.43ｍ2 下面　A=0.250×0.714＝0.18ｍ2

補剛材（2面）
　A=0.10×0.75＝0.08ｍ2

100
横桁補剛材　100×750

上面　A=0.125×0.714＝0.09ｍ2上面　A=0.125×0.714＝0.09ｍ2

補剛材（2面）A=0.08ｍ2（CAD計測）　

補剛材（2面）A=0.08ｍ2（CAD計測）　

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(下塗り)

塩化ゴム系塗料(上塗り)

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(下塗り)鉛系さび止めペイント(下塗り)

旧塗膜（B塗装系）

新塗膜　Rｃ-Ⅱ　（部分塗替え塗装）

10mm程度

50mm程度　　旧塗膜面
（素地調整4種）

　　鋼材面
（素地調整2種）

新旧塗膜の塗り重ね処理

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(中塗り)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(上塗り)

塩化ゴム系塗料(中塗り)

注　　記

1.本橋の旧塗装は、B塗装系にて塗替えが行われており、成分試験にて

　鉛が検出されているため、剥離剤を使用のこと。

2.塗膜剥離剤は、試験施工を行い塗布量及び塗布回数を最終決定のこと。

3.補剛材面積は、端横桁にて計上。

4.新旧塗膜は、塗り重ね処理を行うこと。

6.狭所部の塗替え塗装が困難な部位は、監督員と協議の上、塗装範囲を

　決定のこと。

5.塗り重ね部は、新旧塗膜の付着性に配慮し弱溶剤エポキシ樹脂塗料

  を1層塗布し、その上ジンクリッチペイントを塗り重ねること。

側板塗替え　B=670

7.素地調整はサンダーによる全面ケレンを行うこと。

1.塗膜剥離剤（3回塗布）

塗替え面積（横桁）：25.86㎡

塗替え面積（地覆側板）：46.77㎡
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位　置　図

地覆側板塗替え　L=34900

米子市　都市整備部　道路整備課

第　10　枚 内　3　号

目久美橋橋りょう補修工事



(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

目久美橋 上部工補修図（3） S=1:80

凡　例

ひび割れ注入工

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　上部工補修図（3）

塗装塗替工
(Rc-Ⅱ塗装系)

50 34900

35000

5034900

35000

50

50

展開図

橋面

ひび割れ注入工(参考)
(エポキシ樹脂注入材 3種)

C137C138C139C140C141C142C143C144C145

C146

C147C148C149

C150

C151C152C153C154C155C156C157C159

C158

C161

C160

C162C163C164

C165

C166

C167

C168

C169

C170

C171

C172C173C174

C175

C176

C177

C178C179

C180

C181C182

C183

C184

C185C186

C187C188C189

C190

C191C192C193C194

シール工

シール工シール工

シール工

注入器具

エポキシ樹脂注入材
　　　　3種
座金

シール材

ひび割れ

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋橋りょう補修工事

第　10　枚 内　4　号

加
茂
川
放
水
路

ひび割れ注入工

31.05合計(m)



(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

目久美橋 下部工補修図（1） S=1:40

正面図

A1橋台

（上流側） （下流側）

平面図

7
3
0

1
6
0
0

9700

1
2
0
0

断面修復工

凡　例

ひび割れ注入工

G6 G5 G4 G3 G2 G1

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　下部工補修図（1）

C49

C86

(C50)

C85
H16

C93

C92C89

C90

C87

U17

C50
C51

C52

C53

C54
C55

C56

C57

C84
H15

C79

C80

C76

C74

C73

H14

C68
C67

H13C63

C69

C60

H12

H18

(C85)
C75

C91

C48

C88

C81

C77

C72

C71C70

C65

C66
C64

C61

C58

C59

C62

C46

C47

1
42

2

350

45
0

断面修復工(参考) ひび割れ注入工(参考)
(エポキシ樹脂注入材 3種)

※ 防錆処理は鉄筋露出を伴う場合に適用

C82
C83

既設鉄筋 プライマー

ポリマーセメントモルタル

防錆処理

平
均

50
m
m

注入器具

エポキシ樹脂注入材
　　　　3種
座金

シール材

ひび割れ

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋橋りょう補修工事

902

ひびわれ補修工

合計(m)

断面修復工

合計(㎡)

28.30

0.52

第　10　枚 内　5　号



(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

目久美橋 下部工補修図（2） S=1:40

正面図

A2橋台

（上流側）（下流側）

C17

C1
C2C4

C6
C12

C16

平面図

1
2
0
0

8
0
0

1
5
5
0

G6G5G4G3G2G1

H2

断面修復工

凡　例

ひび割れ注入工

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　下部工補修図（2）

C3
C5

C8

C7

C9C10

C11

C13

C14

C15

米子市　都市整備部　道路整備課

断面修復工(参考) ひび割れ注入工(参考)
(エポキシ樹脂注入材 3種)

※ 防錆処理は鉄筋露出を伴う場合に適用

既設鉄筋 プライマー

ポリマーセメントモルタル

防錆処理

平
均

50
m
m

注入器具

エポキシ樹脂注入材
　　　　3種
座金

シール材

ひび割れ

H1

K1

K2

目久美橋橋りょう補修工事

第　10　枚 内　6　号

ひびわれ補修工

合計(m)

断面修復工

合計(㎡) 0.09

9.40



H19

H20

U21

U22

U23

U24

U25

H26

U10

U11

K9

K8

H9

U8

K7

U7

K6

K5

U6

K4

U5

U4H3

K3

目久美橋 下部工補修図（3） S=1:40

支承部

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

目久美橋　下部工補修図（3）

断面修復工

凡　例

ひび割れ注入工

既設鉄筋 プライマー

ポリマーセメントモルタル

防錆処理

平
均

50
m
m

断面修復工(参考)

※ 防錆処理は鉄筋露出を伴う場合に適用
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1.
6＝

80
83

72
2

95
26

72
2

5＠
16
16
.6
＝
80
83

72
2

95
26

S=1:10支承詳細図

G1

G2

G3

G4

G5

G6

A1 A2

沓座モルタル補修工
(無収縮モルタル)

塗装塗替工
(Rc-Ⅱ塗装系)

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋橋りょう補修工事

2
00

100 440 100

370

600

可動 350
固定 250

310

支承板支承（BP-50）塗替え塗装

塗装面積（固定）A=0.44ｍ2（標準図集より）

　〃　　（可動）A=0.38ｍ2（標準図集より）

注　　記

1.本橋の旧塗装は、B塗装系にて塗替えが行われており、

　成分試験にて鉛が検出されている。

2.塗膜剥離剤は、試験施工を行い塗布量及び塗布回数を

　最終決定のこと。

3.狭所部の塗替え塗装が困難な部位は、監督員と協議の上、

　塗装範囲を決定のこと。

塗替え塗装工標準図
(Rc-Ⅱ塗装系)

2.素地調整(2種ケレン相当)

3.有機ジンクリッチペイント(0.60kg/m2)

6.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(0.14kg/m2)

7.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料(0.12kg/m2)

4.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

5.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

4.素地調整はサンダーによる全面ケレンを行うこと。

1.塗膜剥離剤（3回塗布）

合計(㎡)

0.68

沓座モルタル補修工

支承塗替え塗装工

合計(㎡)

4.92

第　10　枚 内　7　号



図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

加
茂
川
放
水
路

新加茂川

11

2 2

A1（左岸） A2（右岸）

7
05

0
6
00

8
25

0

50 高欄長　34900 50

下流側高欄

上流側高欄

6
00

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

S=1:50

高欄撤去

2@2260=4520 2270 9@2280=20520 2270 2@2260=4520 400

4002@2260=452022709@2280=2052022702@2260=4520400

A1（左岸） A2（右岸）

A2（右岸） A1（左岸）

100

A1（左岸） A2（右岸）

A2（右岸） A1（左岸）

加
茂
川
放
水
路

加
茂
川
放
水
路

高欄長　34900

400

高欄長　34900

J1 J2 J3 J4

J5J6J7J8

J
2@2260=5520 2270

横梁　□125×125×3.2

横桟　□75×75×3.2

柱　□100×100×3.2

125

1
60

1
25

7
50

58
5

145

87

7
5
1
50

1
65

7
5

100
10

250

600

400

5
0

はつり（220×220×50）
復旧（ポリマーセメントモルタル）

柱切断位置

220220

復旧（ポリマーセメントモルタル）

下流側（1-1）高欄

S=1:50上流側（2-2）高欄

高欄寸法図 S=1:20

位置図

高欄撤去

高欄撤去重量

規　格

製作高欄

算　式

34.9ｍ×2

既設高欄撤去数量表

0.035t/m×69.8m

名　称記号 断  面

□-125×125×3.2

□-100×100×3.2

□-75× 75×3.2

長さ(mm)

2280

675

2180

員数

1

1

2

単位重量(kg/m)

12.00

9.52

7.01

1個重(kg)

27.4

6.4

15.5

重量(kg)

27

6

31

64

35

備考

横梁

柱

横桟

1.0ｍ当り重量

1

2

3

既設高欄重量

平
均

15
0m

m

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋 路上部補修図（1）

第　10　枚 内　8　号

目久美橋橋りょう補修工事

1.8ｍ当り重量

数　量

69.8m

2.44ｔ

備考

＜高欄取替工＞

目久美橋 路上部補修図（1）



A1 A2

8 0 0 [ 7 9 6 ]1 0 0 03 @ 2 0 0 0 = 6 0 0 01 0 0 04 @ 2 0 0 0 = 8 0 0 01 3 0 04 @ 2 0 0 0 = 8 0 0 01 0 0 03 @ 2 0 0 0 = 6 0 0 01 0 0 08 0 0 [ 8 0 4 ]

ユニット勾配

支柱勾配

高欄兼用防護柵長 3 4 9 0 0

レベル用

レベル用

8 0 0 [ 8 0 4 ]1 0 0 03 @ 2 0 0 0 = 6 0 0 01 0 0 04 @ 2 0 0 0 = 8 0 0 01 3 0 04 @ 2 0 0 0 = 8 0 0 01 0 0 03 @ 2 0 0 0 = 6 0 0 01 0 0 08 0 0 [ 7 9 6 ]

ユニット勾配

支柱勾配

高欄兼用防護柵長 3 4 9 0 0

レベル用

レベル用

3
2
7
.

5
2
7
2
.
5

6
0
0

7
0
0
0

3
2
7
.

5
2
7
2
.

5

6
0
0

S=1/100平　面　図

通し部を、＋印は横梁継ぎ部を示す。

3 . 図中○印は、支柱取付位置を示し、○印は横梁

1 . 記入寸法はアンカーセンター押えの実長を示す。注記 6 9 M 9 0 0 ( レベル用)防護柵総延長

4 . 記入寸法は、確認の上製作の事。

2 . ［　］内寸法は主要横梁センター押え寸法とする。

5 . 縦断勾配は、確認の上製作の事。

XX

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

36000

36000

仮設バリケード

1
00

0
1
00

0

目久美橋 路上部補修図（2）

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋 路上部補修図（2）

目久美橋橋りょう補修工事

姿　図 S=1/30

1 7 5 1 1 @ 1 5 0 = 1 6 5 0 1 7 5

3 2 0 1 0 1 03 2 0

2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 8 0 4

8 0 0アンカーセンター押え寸法 A2

高欄取替工仮設図(参考図) S=1/30

(作業時必要幅)
1000

9
50

作業中終了時

仮設バリケード

＜高欄取替工＞

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　
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5 5 1 2 0 5 5

2 3 0

7
0

1
4
5

4
5

2
0

2
6
0

2
8
0

2
8

7 0

断面B- B

BB

3
5

1 7 0
楕円  1 7 0 x 8 5 x 3 . 5

主要横梁

A 6 0 6 1 S - T 6 8
5

A C 7 A相当

支柱

4 5 2 5 0
3 2 0 約 1 0

4 0 8 0 1 0 0 8 0 4 0

3 4 0

主要スリーブ

A 6 0 6 1 S - T 6

6 0

S = 1 / 6車両防護柵取付詳細図

種別 B 種

種別 C 種
継手部 端　部

高欄兼用

断面A- A

車道側

9 9

6
9

A 6 0 6 1 S - T 6

楕円  9 9 x 6 9 x 4

下段横梁

A 6 0 6 3 S - T 5

ボトムシート

7 0

3 5

1
4
0

3
3

4
1
9

3
2

4
0
0

4
0
5
.
5

4
4
.
5

（
4
0
8
.
5
）

（
4
0
7
）

（
3
4
.
5
）

2
5
0

8
5
0

5 0 6 0 8 0 6 0 5 0

3 0 0

A 6 0 6 1 S - T 6

下段スリーブ

1
0

°
1

0
°

3 0 3 0

A

A

3 0

1
2

バラスター

A 6 0 6 3 S - T 5

A 6 0 6 3 S - T 5

ボトムレールC

ボトムレールB

A 6 0 6 3 S - T 5

ボトムレールA

A 6 0 6 3 S - T 5

A 2 - 7 0  S U S

M 1 2 x 3 0

甲丸ボルト
6 0

1
4
0

1
1
0
0

注記

3 0

2 3 0

5 51 2 05 5

8
5

3
3
0

2
4
5

アンカーセンター

6 0 0

3 2 7 . 52 7 2 . 5

2 1 02 6 01 3 0

4 51 4 57 0

7
0

2
0

2
7
0

2
0
0

1 .  表面仕様

主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成3 0 年6 月）による。

2 .  本防護柵の設計仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成

5 % 用は2 . 5 % ～7 . 5 % 勾配に使用とする。

3 .  本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0 ～2 . 5 % 勾配に使用とする。

2
コンクリート強度 σc k = 2 1 N / m m   以上

色調は別途打合せとする。

エンドキャップ

（主要横梁用）

アルミ合金鋳物

エンドキャップ

（ボトムレール用）

アルミ合金鋳物

エンドキャップ

（下段横梁用）

アルミ合金鋳物

端部張り出し部は

ボトムレールA

断面C- C

断面D- D

D D

C

C

1 0 0

4
0

張出固定ブラケット

L 1 0 0 x 5 5 x 7

A 6 0 6 1 S - T 6

M 6 x 3 5（なべ）

S U S

5 5

N 1 , W 2 , S W 1

M 1 6 x 4 0 （六角）

A 2 - 5 0  S U S

N 1 , W 1 , S W 1

支柱は塗装処理、ボルト（アンカーを除く）はステンカラー、シルバー及びダークグレー色の時を除き着色処理とし、

全ネジアンカーボルト

M 2 0 x 3 3 0

S C M  4 3 5

溶融亜鉛メッキ処理

（A P - 2 0 L 相当品）

樹脂カプセルアンカー

M 2 0 x 2 7 0

全ネジアンカーボルト

S S  4 0 0

溶融亜鉛メッキ処理

（ A P - 2 0相当品）

樹脂カプセルアンカー

M 1 6 x 5 0（六角）

A 2 - 5 0  S U S

M 1 6 x 7 0（六角）

A 2 - 5 0  S U S

甲丸ボルト

M 1 6 x 3 5

A 2 - 7 0  S U S

M 4 x 2 0（なべ）

S U S

S U S

M 4 x 1 6（トラス）

M 1 0 x 4 0（六角）

A 2 - 5 0  S U S

N 1 , W 2 , S W 1

S U S

M 5 x 1 6 （十字穴付き六角）

W 1 , S W 1
W 1 , S W 1

N 1 , W 1 , S W 1

N 1 , W 1 , S W 1 W 1 , S W 1

N 1 , φ5 6 W 1 , S W 1

N 1 ,φ 5 6 W 1 , S W 1

（ 1 2 M当たり）

部番 名　　称 寸 　度 数 量 単   重 1 本当 総重量  材     質　 備      考

1 主要横梁 3 9 9 0 . 0 3 4 . 9 2 5 1 9 . 6 5 5 9 . 0 A 6 0 6 1 S - T 6 1 7 0 x 8 5 x 3 . 5

2 下段横梁 3 9 9 0 . 0 3 3 . 3 9 4 1 3 . 5 4 4 0 . 6 A 6 0 6 1 S - T 6 9 9 x 6 9 x 4

3 支柱 6 1 1 . 9 6 7 1 . 8 A C 7 A 相当

4 主要スリーブ 3 4 0 . 0 3 4 . 6 6 7 1 . 5 9 4 . 8 A 6 0 6 1 S - T 6

5 下段スリーブ 3 0 0 . 0 3 3 . 1 9 5 0 . 9 6 2 . 9 A 6 0 6 1 S - T 6

6 ボトムレールA 1 9 4 0 . 0 6 1 . 1 4 5 2 . 2 2 1 3 . 3 A 6 0 6 3 S - T 5 7 0 x 3 2

7 ボトムレールB 1 8 8 0 . 0 6 0 . 4 6 1 0 . 8 7 5 . 2 A 6 0 6 3 S - T 5 5 7 x 3

8 ボトムレールC 1 9 4 0 . 0 6 0 . 9 2 9 1 . 8 0 1 0 . 8 A 6 0 6 3 S - T 5 7 0 x 3 2

9 バラスター 4 2 1 . 0 7 2 0 . 3 6 9 0 . 1 6 1 1 . 5 A 6 0 6 3 S - T 5 3 0 x 1 2

1 0 ボトムシート 3 0 . 0 2 4 1 . 1 7 1 0 . 0 4 1 . 0 A 6 0 6 3 S - T 5 L - 4 7 x 4 0

1 1 甲丸ボルト M 1 6 x 3 5 1 2 0 . 1 1 1 . 3 A 2 - 7 0  S U S W 1 , S W 1

1 2 〃 M 1 2 x 3 0 1 2 0 . 0 5 0 . 6 A 2 - 7 0  S U S W 1 , S W 1

1 3 六角ボルト M 1 6 x 5 0 1 2 0 . 1 7 2 . 0 A 2 - 5 0  S U S N 1 , W 1 , S W 1

1 4 〃 M 1 6 x 7 0 1 2 0 . 2 0 2 . 4 A 2 - 5 0  S U S N 1 , W 1 , S W 1

1 5 〃 M 1 0 x 4 0 1 2 0 . 0 6 0 . 7 A 2 - 5 0  S U S N 1 , W 2 , S W 1

1 6 十字穴付き六角ボルト M 5 x 1 6 2 4 0 . 0 0 4 0 . 1 S U S W 1 , S W 1

1 7 なべタッピンネジ（2 種） M 4 x 2 0 2 8 8 0 . 0 0 2 0 . 6 S U S

1 8 トラスタッピンネジ M 4 x 1 6 4 8 0 . 0 0 2 0 . 1 S U S

1 9 全ネジアンカーボルト M 2 0 x 3 3 0 1 2 0 . 8 7 1 0 . 4 S C M 4 3 5 N 1 , φ 5 6 W 1 , S W 1

2 0 〃 M 2 0 x 2 7 0 1 2 0 . 7 5 9 . 0 S S 4 0 0 N 1 , φ 5 6 W 1 , S W 1

2 1 樹脂カプセルアンカー A P - 2 0 相当品 1 2 - -

2 2 樹脂カプセルアンカー A P - 2 0 L 相当品 1 2 - -

総重量 2 4 8 . 1 K g / 1 2 M

M 当り 2 0 . 7 K g / M （端部は除く）

1 5 0 4 0 0

5 5 0

5 5 0

1 5 0 4 0 0

A 6 0 6 1 S - T 6

補強スリーブ

補強スリーブ

A 6 0 6 1 S - T 6

8 0 0

絶縁ブッシュ付

絶縁ブッシュ付

S = 1 / 3アンカーナット締め付け部

六角ナット  M 2 0

前部ナット材質： S 4 5 C（ H  ）

後部ナット材質：強度区分 4以上

溶融亜鉛メッキ処理

絶縁ブッシュ

特寸ワッシャー

S 4 5 C （H  ）

溶融亜鉛メッキ処理

外径5 6 x 内径2 3 x t 6

M 2 0 用スプリングワッシャー

溶融亜鉛メッキ処理

外径φ 5 6

4 .  ボルト・ビス類の S U S 材は、塩害対策処理とする。

図面番号

図面名称

縮　　　尺

製図年月日

写図年月日

図　　　示

市道昭和町大谷町１号線

令 和　　年　　月　　日

令 和　　年　　月　　日

米子市　都市整備部　道路整備課

目久美橋 路上部補修図（3）

目久美橋 路上部補修図（3）

目久美橋橋りょう補修工事

＜高欄取替工＞

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　
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